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学校紹介　　三鷹市立第三中学校

第
三
中
学
校
は
、
昭
和
28
年
４
月

に
開
校
し
、
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
度
末
ま
で
の
卒
業
生
総
数
は
、

１
万
４
千
余
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

現
在
、生
徒
数
460
人
、
13
学
級
。
教

職
員
数
は
50
人
で
す
。

平
成
11
年
４
月
に
は
「
21
世
紀
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
教
育

環
境
を
め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ
U
ガ
ン

に
、
現
在
の
新
校
舎
が
オ
U
プ
ン
し

ま
し
た
。
新
校
舎
は
、
４
階
建
て
の

校
舎
棟
、
屋
上
に
プ
U
ル
を
設
け
た

体
育
館
、
学
校
図
書
館
を
含
む
地
域

開
放
棟
の
３
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。校

舎
棟
は
、
中
庭
の
あ
る
回
廊
式

と
な
っ
て
お
り
、
各
階
に
展
示
や
小

集
会
等
が
行
え
る
多
目
的
ホ
U
ル
を

備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
室
に

は
、
衛
生
面
を
考
え
て
ド
ラ
イ
方
式

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
た
校
舎
は
、
全
館
冷
暖
房
完
備
、

人
に
優
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
U
対
応
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
「
学
校
公
園
構
想
」
の
モ
デ

ル
校
と
し
て
建
て
ら
れ
た
本
校
の
校

舎
の
中
で
も
地
域
開
放
棟
は
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
と
地
域
社
会
と
の
あ
り

方
を
示
す
大
き
な
特
色
と
な
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
水
屋
付
き
の

和
室
や
大
会
議
室
、
多
目
的
室
、
学

校
図
書
館
等
が
あ
り
、
高
齢
者
を
含

め
た
地
域
社
会
の
方
々
が
古
典
学
習

や
書
道
等
様
々
な
活
動
に
、
日
々
活

発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
校
は
、
連
雀
通
り
に
近

く
、
井
の
頭
公
園
や
玉
川
上
水
に
囲

ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
地
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
校
門
を
入
る
と
、
学
校
教

育
目
標
の
「
人
を
大
切
に
・
時
間
を

大
切
に
・
物
を
大
切
に
」
の
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
石
碑
は
、
流
行
に

流
さ
れ
ず
、
大
地
に
根
を
張
っ
た
建

学
の
精
神
・
理
念
を
示
し
た
伝
統
校

と
し
て
の
校
風
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
の
優
勝
カ
ッ
プ
や

ト
ロ
フ
ィ
U
、
賞
状
・
感
謝
状
の
多

さ
か
ら
も
、
伝
統
の
重
み
と
生
徒
た

ち
の
活
発
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
部
活
動
を
取
り
上
げ
て

も
、
都
内
で
屈
指
の
優
秀
な
部
を
そ

ろ
え
た
中
学
校
の
１
つ
で
す
。

本
校
の
特
色
の
１
つ
と
し
て
、
毎

年
秋
に
行
わ
れ
る
合
唱
コ
ン
ク
U
ル

が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
優
秀
校
受
賞
な
ど
の
数
々
の
実
績

が
糧
と
な
り
、
生
徒
の
熱
意
と
団
結

ぶ
り
や
、
本
番
で
の
美
し
い
ハ
U
モ

ニ
U
は
、
伝
統
行
事
と
し
て
保
護
者

や
地
域
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
青
少
年
対
策
地

区
委
員
会
が
主
催
す
る
「
餅
つ
き
大

会
」
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
地
域

と
伴
に
行
う
健
全
育
成
事
業
の
要
と

し
て
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、本
校
は
、学
校
教
育
目

標
に
「
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
し
、豊
か
な
心
を
持
ち
、心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
健
全
な
人
間

を
育
成
す
る
」と
掲
げ
、時
代
に
即
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

∞
第
三
中
学
校
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２
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８
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江
戸
時
代
、
井
の
頭
池
は
神
田
上
水
の

水
源
と
な
り
、
江
戸
城
内
や
下
町
に
水
を

供
給
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
弁
財
天
は

江
戸
町
民
の
厚
い
信
仰
を
受
け
、
行
楽
の

地
と
し
て
も
愛
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青

く
澄
ん
だ
神
田
上
水
の
水
は
、
江
戸
時
代

の
代
表
的
な
染
物
で
あ
る
江
戸
紫
の
染
め

出
し
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
に
江
戸
町
民
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た

左
記
の
石
造
物
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
市
指
定
文
化
財
（
重
宝
）
で
す
。

fl
狛
犬
一
対
　
明
和
８
年
（
１
７
７
１
）

‡
水
盤
　
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）

·
石
橋
　
文
化
14
年
（
１
８
１
７
）

‚
石
燈
籠
一
対
　
天
保
４
年（
１
８
３
３
）

„
辛
夷
の
碑
　
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）

‰
水
盤
　
安
永
４
年
（
１
７
７
５
）

Â
石
階
段
　
文
政
７
年
（
１
８
２
４
）

Ê
石
燈
籠
一
対
（
紫
燈
籠
）

慶
応
元
年

（
１
８
６
５
）

Á
石
鳥
居
標
石
（
宇
賀
神
）

明
和
４
年

（
１
７
６
７
）

Ë
石
燈
籠
一
対
　
文
化
７
年（
１
８
１
１
）

È
石
燈
籠
　
享
保
５
年
（
１
７
２
０
）

※
紫
燈
籠
の
由
来
と
も
な
っ
た
幻
の
植
物

紫
草
を
、
三
鷹
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う

市
民
活
動
「
み
た
か
紫
草
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
今
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。∞

生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
４

三
鷹
市
の
文
化
財
（
６
）

井
の
頭
の
石
造
物
群

の積極的な提供に努めてまいり
ます。
◆教育委員会トップページ
アドレス

http://www.city.mitaka.tok
yo.jp/a002/p110/g15/d1
1000001.html

≥総務課ò内線3213

11月より「教育委員会の基本
方針と事業計画」と「教育委員
会の会議（審議案件一覧と会議
録へのリンク）」を三鷹市ホー
ムページに掲載しました。どち
らも教育委員会のトップページ
から入ることができます。
今後も教育行政に関する情報中学生意見発表会

次
世
代
を
担
う
中
学
生
が
友
達
や
学

校
、大
人
社
会
や
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、

日
頃
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
発

表
し
、
大
人
が
中
学
生
に
対
す
る
理
解
を

深
め
中
学
生
の
健
全
育
成
を
す
す
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
三
鷹
市
・
三
鷹
警
察
署
・

三
鷹
市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
10
月
25
日

—
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
三
鷹
市
長
・
三
鷹
警

察
署
生
活
安
全
課
長
・
教
育
委
員
長
・
教

育
長
・
市
議
会
議
長
・
警
視
庁
立
川
セ
ン

タ
U
所
長
・
小
中
学
校
長
・
関
係
団
体
な

ど
120
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
清
原
市
長
か
ら
は
「
私
た
ち

大
人
は
中
学
生
の
生
の
声
を
常
に
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
謙

虚
に
耳
を
傾
け
社
会
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り

方
を
学
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

意
見
発
表
者
と
テ
U
マ
は
右
下
の
と
お

り
で
す
。

意
見
発
表
後
に
は
、
山
田
教
育
委
員
長

か
ら
「
こ
の
意
見
発
表
会
は
、
当
初
は
中

学
生
を
理
解
し
、
健
全
育
成
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
主
旨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
大
人
が
こ
れ
か
ら

ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る
場
と
な
っ
て
き

立
場
に
な
っ
た
場
合
を
考
え
て
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
大
人
は
子
ど
も
た

ち
が
自
分
自
身
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
家
庭
、
学
校
、
地
域
で

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
大
切
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
心
を
引
き

締
め
、
連
携
し
、
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
大
き
な
学
び
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
の
講
評
を
い
た

だ
き
閉
会
し
ま
し
た
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
３
・
指

導
室
ò
内
線
３
２
４
３

ま
し
た
。
青

少
年
の
犯
罪

の
低
年
齢
化

が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、

発
表
者
の
多

く
は
友
達
や

家
庭
の
こ
と

を
題
材
に
し

て
、
相
手
の

●
関
東
甲
信
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
総
会
出
席

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
定

期
総
会
出
席

６
月
〇
三
鷹
市
立
図
書
館
の
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
（
夏
季
開
館
時
間

の
拡
大
等
）

●
学
校
訪
問
（
六
中
）

７
月
〇
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
規
則
の
制
定
（
大
沢
野
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
野
球
場
の
使
用
開
始
日
の
設

定
）

●
東
京
都
市
教
育
長
会
研
修
会
出
席

８
月
〇
平
成
16
年
度
使
用
小
・
中
学
校
教
科
用

図
書
の
採
択

９
月
〇
三
鷹
市
立
学
校
事
案
決
定
規
程
の
一
部

改
正

●
学
校
訪
問
（
大
沢
台
小
・
幼
）

（
〇
は
会
議
の
審
議
案
件
、
●
は
会
議
以

外
の
活
動
）∞

総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

平
成
15
年
10
月
１
日
、
廣
瀬
正
宜
（
ひ

ろ
せ
ま
さ
よ
し
）
氏
と
寺
木
幸
子
（
て
ら

き
さ
ち
こ)

氏
が
三
鷹
市
教
育
委
員
会
委

員
に
就
任
し
ま
し
た
。
廣
瀬
委
員
は
２
期

目
、
寺
木
委
員
は
初
め
て
の
委
員
就
任
と

な
り
ま
す
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

【
廣
瀬
委
員
略
歴
】
昭
和
42
年
３
月
国
際

基
督
教
大
学
教
養
学
部
語
学
科
卒
業
。
平

成
７
年
４
月
よ
り
国
際
基
督
教
大
学
教
養

学
部
語
学
科
教
授
。
平
成
11
年
10
月
よ
り

三
鷹
市
教
育
委
員
会
委
員

【
寺
木
委
員
略
歴
】
昭
和
52
年
３
月
女
子

美
術
短
期
大
学
服
飾
専
修
デ
ザ
イ
ン
コ
U

ス
卒
業
。
平
成
15
年
４
月
よ
り
同
９
月
ま

で
市
立
第
三
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
平
成

15
年
５
月
よ
り
同
９
月
ま
で
三
鷹
市
公
立

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
計

∞
総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

廣
瀬
正
宜
氏
、
寺
木
幸
子
氏
が

教
育
委
員
会
委
員
に
就
任

平
成
15
年
11
月
10
日
に
教
育
委
員
会
表

彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
芸
術
文
化
・
ス

ポ
U
ツ
活
動
を
通
じ
て
長
年
に
わ
た
り
三

鷹
市
の
教
育
の
振
興
に
大
き
な
功
績
が
あ

っ
た
次
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

【
団
体
】
弥
生
会(

金
剛
流
謡
曲
　
代
表

者
・
渋
谷
伊
予
甫
）、
月
曜
会(

美
術
　
代

表
者
・
伊
藤
正
一
）、
三
鷹
新
川
囃
子
保

存
会
（
会
長
・
高
麗
敏
雄
）、
三
鷹
市
な

ぎ
な
た
連
盟
（
会
長
・
清
水
紘
子
）、
三
鷹

市
ア
U
チ
ェ
リ
U
協
会(

会
長
・
渡
辺
融
）

【
個
人
】
高
橋
哲
子(

若
柳
和
翠
）（
三
鷹

市
日
本
舞
踊
連
盟
）、
中
野
神
柾
（
三
鷹
市

吟
詠
連
盟
）、
高
田
耕
治
（
三
鷹
市
民
謡
連

合
会
）、
池
内
雅
胤(

三
鷹
市
柔
道
連
盟
）、

小
沢
寛
恭(

三
鷹
市
釣
魚
連
盟
）、
吉
田
繁

（
三
鷹
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）﹇
敬
称
略
﹈

∞
総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

教
育
委
員
会
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

教
育
委
員
会
の
会
議
は
、
毎
月
原
則
第
一
金

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

開
催
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。平
成
15
年

度
上
半
期
で
は
、当
該
年
度
の
基
本
方
針
と
事

業
計
画
の
決
定
や
図
書
館
の
夏
季
開
館
時
間
の

拡
大
を
行
う
規
則
改
正
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
、「
三
鷹
市
立
小
・
中
一
貫

教
育
校
」創
設
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
な
ど
、

重
要
な
案
件
を
審
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

教
育
委
員
は
、会
議
で
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、

市
立
学
校
の
訪
問
や
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
学

校
の
状
況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把

握
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
15
年
度
上
半
期
の
主
な
審
議
案
件
と
活
動

４
月
〇
平
成
15
年
度
基
本
方
針
と
事
業
計
画

●
東
京
都
教
育
施
策
連
絡
会
出
席

５
月
〇
三
鷹
市
教
育
委
員
会
嘱
託
員
設
置
規
則

の
制
定

●
学
校
訪
問
（
七
中
）

教
育
委
員
の
主
な
活
動

中澤　浩行
意見発表者 テ　ー　マ 学校学年

健康であることに感謝 一中・２年
尾木　麻美 少年犯罪に思う 二中・２年
香取　成和 生きるということ 三中・２年
村上　　薫 人権について 四中・２年
佐藤祐未乃 母の人権、私の人権 五中・３年
浦野麻衣子 愛情 六中・３年
境　　亨允 バハレーンから見た日本 七中・２年

教育委員会会議録などを三鷹市ホームページに掲載

教育目標の石碑
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石燈籠一対（紫燈籠）


